


















































しい cataboliterepressionを受けることを認め，その機構を解析したO アクチノマイシン S3シク
ロヘキシイミドおよびグルコースの酵素生産阻害様式の比較から，グルコースは translationを阻害
することが示された。この結論は，アクチノマイシン S3存在下およびび、脱誘導過程でで、のp卯01片yg，伊ala舵ct印u山lro刀O
















本論文は食糧工業に重要なペクチン分解酵素群の 1つ， polygalacturonaseのAspergillusniger t;
よる生産について詳細に研究したものであり，特にグルコースによる生産阻害の現象(catabolite 
repression )を中心に研究している O
まず， polygalacturonaseが誘導酵素であること， 3種類の polygalacturonase蛋白質が生産され
ること，その量比は誘導基質によって変化をうけるが何れの酵素もグルコースにより catabolitere-
pressionをうけることを明らかにした O ついで transcription阻害剤(actinomycin S 3)を用い，
i ) actinomycin S 3添加後長時間 polygalacturonase，生産が継続するのに反し cycloheximideやグル







く受ける安定 ηボNA支配の酵素生産と規定し動力学的に定式化を試みている O また天然培地中特に大
豆中酵素生産促進性物質の存在を推定している O
以上の知く本論文は現在まで充分には研究されていない糸状菌の分泌酵素生産生理学に重要な知見
を提供し，基礎醗酵学および培養工学に貢献するところが大きい O
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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